
9 月号　No.225

発行／熊本県農業者政治連盟
JA 熊本県会館内　熊本市南千反畑町２－３
電話 096-328-1284
編集責任者　木村　幸孝
発行／毎月１回　15 日発行
平成９年７月４日第三種郵便物許可
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　湧蓋山の麓にある温泉地で、いたるところから湯けむりが昇ってお
り、「蒸気の里」として有名です。この天然蒸気を、地元民が調理や暖
房など日常生活にも利用している素朴な山里の温泉郷である。

主な内容
・熊本県 JA グループ農業経営危機突破大会

・JA 阿蘇青壮年部活動

・ガンバッテいます：吉良邦夫さん、南部智子さん

・各連合会からのお知らせ

　
「
教
頭
先
生
は
、
教
頭
に
な
る
試
験
に
通
る
た
め
に
、
お

金
を
使
っ
て
お
願
い
事
を
し
て
し
ま
い
、
社
会
の
ル
ー
ル
を

破
り
ま
し
た
。」
小
学
校
の
終
業
式
に
、校
長
は
苦
渋
の
す
え
、

子
供
た
ち
に
話
し
た
。
教
頭
の
任
用
試
験
で
、商
品
券
を
送
っ

た
と
す
る
女
性
教
頭
は
、
警
察
署
で
の
事
情
説
明
後
、
欠
勤

を
続
け
て
い
る
。

「
教
頭
は
誘
惑
に
負
け
た
悪
い
人
間
で
す
。
君
た
ち
は
正
し

い
行
い
の
で
き
る
勇
気
あ
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。」
男

性
教
頭
は
書
置
き
を
残
し
、
以
後
出
勤
し
て
い
な
い
。
大
人

た
ち
は
身
勝
手
な
理
屈
で
、
姿
を
隠
し
て
し
ま
っ
た
。

　

今
回
の
大
分
県
教
員
汚
職
は
、
そ
の
規
模
と
内
容
の
悪
質

さ
で
、
他
の
類
を
見
な
い
。

　

収
賄
罪
に
問
わ
れ
た
元
県
教
委
義
務
教
育
課
・
江
藤
被
告

は
「
十
八
年
、
十
九
年
の
小
学
校
教
員
採
用
試
験
合
格
者

八
十
二
名
の
内
、
少
な
く
と
も
三
十
人
の
得
点
を
水
増
し
し

た
。」
と
供
述
し
て
い
る
。

「
上
層
部
か
ら
の
指
示
を
断
れ
ば
、
出
世
ル
ー
ト
か
ら
外
れ

る
。
汚
れ
役
を
や
れ
ば
出
世
で
き
る
と
思
っ
た
。」
県
教
委

内
で
は
採
用
担
当
者
が
「
汚
れ
役
」
を
担
う
慣
行
が
出
来
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
の
不
正
は
、
教
頭
、
校
長
の
任
用
試
験
で

も
行
わ
れ
て
お
り
、
常
態
化
し
て
い
た
。

　

更
に
、
教
員
採
用
や
昇
任
人
事
に
は
「
口
利
き
」
が
横
行

し
て
い
た
。
国
会
議
員
、
県
議
、
県
教
委
職
員
、
組
合
役
員

や
大
学
等
か
ら
も
あ
っ
た
と
い
う
。
担
当
者
は
上
司
か
ら
推

薦
リ
ス
ト
を
も
ら
い
、
一
時
試
験
結
果
リ
ス
ト
の
備
考
欄
に
、

推
薦
者
の
名
前
を
記
入
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、「
教
員
の
色
濃
い
身
内
意
識｣

が
あ
る
。
教
員
は
、

校
長
会
・
指
導
主
事
会
な
ど
実
に
き
め
細
か
く
組
織
化
さ
れ
、

学
校
を
中
心
と
し
た
社
会
か
ら
外
れ
る
こ
と
を
、
特
に
心
配

し
て
い
た
と
い
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
回
の
事
件
の
一
番
の
被
害
者
は
、
学
校

の
子
供
た
ち
で
あ
る
。
今
大
人
は
、
子
供
た
ち
の
心
の
傷
を

癒
す
た
め
に
、
全
力
を
尽
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



熊
本
農
業
の　
　
　
　
を
か
け
て

　

今
、
原
油
価
格
上
昇
に
よ
る
重

油
や
肥
料
・
ビ
ニ
ー
ル
等
生
産
資

材
価
格
の
高
騰
、
さ
ら
に
は
輸
入

穀
物
を
主
原
料
と
す
る
配
合
飼
料

価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
生
産

コ
ス
ト
は
急
激
に
上
昇
し
て
い
る
。

　

生
産
者
は
、
省
エ
ネ
対
策
の
実
施

や
有
機
肥
料
の
実
施
な
ど
、
コ
ス

ト
削
減
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
の
重
油
、
肥
料
、
飼
料
価

格
等
の
急
騰
は
も
は
や
生
産
者
の

努
力
の
限
界
を
超
え
、
き
わ
め
て

厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
危
機
を
打
開
し
、
農
家
の

営
農
と
生
活
お
よ
び
国
民
の
食
料

の
安
定
供
給
体
制
を
維
持
・
確
立

す
る
た
め
に
、
国
・
県
に
対
し
、

支
援
と
対
策
を
訴
え
る
と
共
に
県

民
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
に
開
催

さ
れ
た
。　

　

主
催
者
と
し
て
園
田
Ｊ
Ａ
中
央

会
会
長
は
、「
コ
ス
ト
削
減
は
限
界
、

こ
の
ま
ま
で
は
農
業
が
崩
壊
す
る
」

と
窮
状
を
訴
え
た
。

　

続
い
て
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
上
村

　

８
月
30
日
、
白
川
公
園
で
、
熊
本
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
業
経
営
危
機
突
破
大

会
を
開
催
。
農
業
者
・
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
３
、３
０
０
人
が
結
集
し
て
県
や
国
に
危

機
打
開
の
た
め
の
対
策
を
要
請
。
ま
た
、
熊
本
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
熊
本
県

経
済
連
を
中
心
に
11
億
円
の
緊
急
支
援
対
策
の
実
施
を
決
定
。

熊本市上通りから辛島公園までをシュプレヒコール

3,300 人が結集してのガンバロウ三唱

会
長
が
①
生
産
コ
ス
ト
に
着
目
し
た
経
営
安

定
対
策
の
確
立
、
②
飼
料
・
燃
油
等
の
生
産

資
材
高
騰
対
策
資
金
の
創
設
、
③
営
油
用
Ａ

重
油
価
格
上
昇
に
対
す
る
補
填
制
度
の
創

設
、
④
省
エ
ネ
・
低
コ
ス
ト
生
産
に
向
け
た

支
援
対
策
の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て
、
代
表

要
請
を
お
こ
な
っ
た
。

　

ま
た
、普
通
、園
芸
、果
樹
、
畜
産
の
生
産

者
代
表
が
生
産
現
場
の
窮
状
を
訴
え
、
燃
油
、

飼
料
、肥
料
な
ど
価
格
高
騰
へ
の
取
り
組
み

強
化
に
関
す
る
大
会
決
議
を
採
択
す
る
と
と

も
に
、
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
で
気
勢
を
上
げ
た
。

　

そ
の
後
、
熊
本
市
上
通
り
か
ら
下
通
り
を

抜
け
て
辛
島
公
園
ま
で
、「
食
料
と
農
業
を

守
ろ
う
」
な
ど
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
消

費
者
に
窮
状
を
訴
え
た
。

　

こ
の
大
会
を
前
に
、
熊
本
県
内
で
7
月
25
日

の
Ｊ
Ａ
阿
蘇
を
か
わ
き
り
に
、
各
地
区
で
「
経

営
危
機
突
破
大
会
」
を
開
催
、
全
国
で
も
8
月

26
日
、
砂
防
会
館
で
「
原
油
・
肥
料
・
飼
料
高

騰
対
策
全
国
代
表
者
緊
急
集
会
」
を
行
い
国
や

国
会
議
員
へ
の
要
請
を
お
こ
な
っ
た
。

熊本県農業経営危機突破大会の主催者挨拶
する JA 熊本中央会園田俊宏会長
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④

⑦

⑨

⑩ ⑪

⑧

⑤ ⑥

②

③

①・⑧熊本県農業経営危機突破大会会場。②シュプレヒコール。③トラクターが先導してデモ行進。④来賓挨拶される野田衆議
院議員。⑤来賓挨拶される蒲島知事。⑥燃油・飼料・肥料等生産資材高騰対策について JA グループを代表して要請される JA
熊本経済連上村会長。⑦「農業をつぶすな」などシュプレヒコールをあげながら下通りアーケードを行進する生産者、JA 役職員。
⑨決意表明。⑩・⑪各地区で「経営危機突破大会」を開催（阿蘇決起大会会場）。⑫・⑬ 8/26 日・全国代表者緊急集会（東京）。

⑫ ⑬

各地区大会及び全国集会
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ＪＡ阿蘇 青壮年部活動
　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
は
、
7
支
部
盟
友
数

３
４
０
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
農
業
の

担
い
手
と
し
て
、
雄
大
な
阿
蘇
の
恵
ま
れ
た
大
自

然
の
気
候
風
土
を
生
か
し
、
確
か
な
品
質
と
変
わ

ら
ぬ
お
い
し
さ
で
、
特
裁
米
、
畜
産
、
果
樹
、
野
菜
、

特
産
物
の
生
産
に
、
先
頭
に
立
っ
て
尽
力
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
組
織
の
充
実
強
化
と
盟
友
の
親
睦
及
び

資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
活
動
や
、
農
業
の
素

晴
ら
し
さ
を
つ
た
え
る
た
め
の
子
ど
も
達
を
対
象

と
し
た
、「
食
と
農
業
」
の
大
切
さ
を
伝
え
る
食
農

教
育
に
も
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
主
な
活
動
内
容
と
し
て
、
盟
友

全
員
が
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
、
Ｊ

Ａ
役
員
・
部
室
長
と
の
対
話
集
会
、
そ
し
て

平
成
12
年
か
ら
続
け
て
い
る
北
海
道
上
川
地

区
青
年
部
（
友
好
締
結
）
と
の
交
流
会
、ま
た
、

支
部
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
、
農
業
は
か
つ
て
な
い
危
機
に
瀕
し
て

い
ま
す
。
今
こ
そ
、
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
が
立
ち

上
が
り
、
将
来
、
子
、
そ
し
て
孫
達
へ
素
晴

ら
し
い
阿
蘇
の
農
業
・
自
然
を
残
し
、
明
る

い
未
来
の
た
め
、
盟
友
一
同
頑
張
っ
て
行
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

［
写
真
説
明
］

①
子
供
達
に
「
食
・
農
・
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
、

食
べ
物
を
作
る
農
業
の
大
切
さ
と
、
大
変

さ
を
体
で
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
キ
ッ
ズ

ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

②
資
材
高
騰
に
よ
る
農
業
の
危
機
突
破
大
会

へ
、
危
機
的
状
況
に
あ
る
農
業
の
経
営
安

定
と
食
糧
自
給
率
向
上
を
目
指
し
、
大
勢

の
盟
友
が
参
加
し
ま
し
た
。

③
毎
年
多
く
の
盟
友
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ

交
流
会
。
19
年
度
は
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
、
終
了
後
は
お
楽
し
み
の
親
睦
会

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

④
北
海
道
上
川
地
区
青
年
部
と
の
交
流
会
は
、

毎
年
お
互
い
の
農
業
技
術
の
向
上
と
農
業

振
興
策
な
ど
を
意
見
交
換
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
が
視
察
に

伺
い
ま
す
。

24
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吉良　邦夫さん
ＪＡ熊本うき

デコポンハウスの前で

●
柑
橘
栽
培
二
十
年

　

宇
城
市
不
知
火
は
、不
知
火
“
海
の
火
祭
り
”、

特
産
品
で
は
、デ
コ
ポ
ン
、ト
ク
ア
ミ
（
イ
カ
）で

有
名
。

　

吉
良
さ
ん
は
、昭
和
四
三
年
七
月
生
ま
れ
。熊
本

農
高
を
卒
業
。農
業
を
継
ぐ
前
に
、異
業
種
の
勉
強

を
し
て
、視
野
を
広
め
た
が
い
い
と
先
輩
に
勧
め

ら
れ
、専
門
学
校
の
情
報
処
理
を
学
び
ま
し
た
。

　

両
親
と
、４
Ｈ
ク
ラ
ブ
活
動
で
知
り
合
っ
た
奥

さ
ん
と
四
人
で
、柑
橘
栽
培
。ミ
カ
ン
極
早
生
六
十

ａ
、早
生
一
〇
〇
ａ
、デ
コ
ポ
ン
一
〇
〇
ａ
の
果
樹

園
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

●
計
画
的
な
柑
橘
木
の
植
替
え

　

父
か
ら
五
年
前
に
経
営
移
譲
さ
れ
た
吉
良
さ
ん
は
、

こ
の
地
が
、柑
橘
栽
培
に
は
最
適
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、「
豊
福
」、「
肥
の
明
か
り
」、「
肥
の
豊
」な

ど
新
品
種
の
苗
木
へ
、計
画
的
に
切
替
え
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　

苗
木
か
ら
成
木
し
て
、本
格
的
に
収
穫
で
き
る

ま
で
は
、五
年
は
か
か
り
ま
す
。

　

し
か
し
、自
分
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
等
を
考
え

る
と
、収
益
が
落
ち
て
も
「
今
」が
最
適
と
い
わ
れ

ま
す
。

　

糖
度
は
、セ
ン
サ
ー
で
測
っ
て
出
荷
し
ま
す
の

で
、大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、最
近
は
、ミ
カ
ン
の

色
艶
で
値
段
が
変
わ
る
そ
う
で
す
。

　

特
に
、今
年
は
天
候
不
順
で
、色
づ
き
が
遅
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
農
家
に
元
気
を

　

不
知
火
地
区
の
若
い
盟
友
十
二
名
で
、安
全
・
安

心
な
ミ
カ
ン
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、愛
媛
産
の
増
加
や
、昨
今
の
原
油
高
に

よ
る
資
材
高
騰
な
ど
で
価
格
が
安
定
せ
ず
、苦
慮

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、ミ
カ
ン
の
「
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
」の
た

め
、新
品
種
へ
の
切
り
替
え
を
勧
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、今
季
の
よ
う
な
ス
コ
ー
ル
的
な
雨
は
、土

の
表
面
だ
け
で
、地
面
の
中
ま
で
浸
透
し
な
い
。こ

の
た
め
雨
が
浸
透
し
や
す
い
土
壌
改
良
や
、根
の

成
育
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、盟
友
と
と
も
に
「
元

気
の
あ
る
地
域
づ
く
り
」を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

●
青
壮
年
部
の
活
動

　

不
知
火
地
区
の
青
壮
年
部
は
、小
学
一
・
二
年
生

に
「
芋
の
苗
植
え
か
ら
芋
掘
り
ま
で
」、小
学
校
五

年
生
は
「
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
」を
体
験
さ

せ
る
企
画
・
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
、自
分
の
住
ん
で
い

る
地
域
に
『
愛
着
』と
『
誇
り
』を
持
ち
、地
域
を

変
え
て
行
く
『
原
動
力
』と
な
る
よ
う
に
“
食
”と

“
農
”の
大
切
さ
を
、子
供
た
ち
に
教
え
て
い
き
た

い
」と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

南部　智子さん
ＪＡ熊本うき下北支所フレッシュミズ

B&G 海洋センター前にて

　

南
部
さ
ん
は
、も
と
も
と
山
鹿
市(

鹿
央

町)

出
身
。小
、中
、高
校
と
山
鹿
で
過
ご
し
、

熊
本
市
内
の
一
般
企
業
へ
就
職
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
の
ご
主
人
（
潤
一
さ
ん
）と
出

会
い
、結
婚
。現
在
で
は
二
人
の
子
供
に
恵
ま

れ
、ご
主
人
の
ご
両
親
と
二
世
帯
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

●
研
究
所
勤
め
か
ら
農
業
へ

　

実
家
は
農
家
で
し
た
が
、最
初
は
市
内
の

臨
床
検
査
研
究
所
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

結
婚
後
一
度
は
退
職
し
、ま
た
他
の
企
業

に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

　

実
は
ご
主
人
の
実
家
も
農
家
で
、ご
主
人

は
い
ず
れ
は
就
農
し
た
い
、と
思
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。そ
し
て
つ
い
に
結
婚
後
四
年
目

に
就
農
し
ま
し
た
。

　

今
で
は
ご
夫
婦
で
米
を
二
ｈ
ａ
、麦
四
・
二

ｈ
ａ
、大
豆
十
七
ａ
、ミ
ニ
ト
マ
ト
二
十
二

ａ
、ア
ス
パ
ラ
十
五
ａ
を
栽
培
。リ
タ
イ
ア
さ

れ
た
ご
両
親
の
跡
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
い

で
い
ま
す
。

●
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で
の
活
動

　

南
部
さ
ん
が
所
属
す
る
下
北
支
所
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
に
は
、現
在
十
名
の
会
員
で

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
ま
で
は
会
員
は
四
名
の
み
。活
動

は
、Ｊ
Ａ
熊
本
う
き
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
活

動
に
参
加
す
る
だ
け
で
し
た
。

　

周
囲
へ
の
熱
心
な
声
掛
け
の
甲
斐
あ
っ

て
、去
年
六
名
増
員
。下
北
地
区
の
み
の
活
動

も
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。去
年
か
ら

は
年
に
六
回
、奇
数
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
な
活
動
は
、毎
年
参
加
し
て
い
る
う

き
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
交
流
会
ミ
ニ
バ
レ
ー
で

す
。今
年
は
九
月
十
日
に
開
催
と
の
こ
と
。本

番
間
際
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、取
材
中
も
皆

さ
ん
暑
い
中
、ボ
ー
ル
を
楽
し
そ
う
に
打
ち

合
っ
て
い
ま
し
た
。

●
今
後
の
期
待
と
抱
負

　

南
部
さ
ん
は
、今
後
の
抱
負
と
し
て
、「
会

員
数
を
増
や
し
、子
育
て
、仕
事
、家
庭
内
等

に
つ
い
て
気
軽
に
話
せ
て
、相
談
で
き
る
様

な
場
に
し
た

い
。そ
し
て
、フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

活
動
を
き
っ
か

け
に
し
て
、
女

性
部
、
Ｊ
Ａ
の

活
動
に
も
興
味

を
持
ち
、
参
加

や
協
力
し
て
く

れ
る
様
に
な
れ

ば
と
期
待
し
て

い
ま
す
。」

バ
レ
ー
大
会
に
向
け
て
（
右
端
）
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Ｊ
Ａ
中
央
会

Ｊ
Ａ
経
済
連

　　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
等
で
構
成
す
る
熊
本

県
農
畜
産
物
輸
出
促
進
協
議
会
（
会
長
：
園

田
俊
宏
Ｊ
Ａ
中
央
会
会
長
）
は
８
月
15
日

～
18
日
、
台
湾
台
北
市
で
開
か
れ
た
第
19

回
「
２
０
０
８
年
台
湾
美
食
展
」
の
美
食
名

店
街
に
、「
熊
本
美
食
展
」
と
し
て
出
店
し
、

本
県
産
農
産
物
や
加
工
品
等
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
・
Ｊ
Ａ
菊
池
・
調
理

師
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
果
実
や
牛
乳
、
デ
コ
ポ
ン
ゼ
リ
ー

等
の
他
に
、Ｊ
Ａ
菊
池
の
「
菊
池
米
」
を
Ｐ
Ｒ
、

試
食
と
し
て
海
苔
・
じ
ゃ
こ
・
高
菜
お
に
ぎ

り
等
を
振
る
ま
い
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
２
０
０
５
年
設
立
以
来
、

台
湾
・
香
港
等
東
ア
ジ
ア
で
積
極
的
に
国
際

食
品
フ
ェ
ア
ー
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
は
８
月
23
日
（
土
）、

２
０
０
８
年
度
第
１
回
「
あ
ぐ
り
ん
ツ
ア
ー
」

農
業
体
験
“
in
阿
蘇
”
を
実
施
、親
子
ペ
ア
ー

20
組
（
40
人
）
が
参
加
し
、
ト
マ
ト
収
穫
等

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、親
子（
小
学
生
を
対
象
）で

の
農
業
体
験
を
通
し
て
、「
農
業
・
農
村
・
Ｊ

Ａ
」へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

　

ま
ず
Ｊ
Ａ
阿
蘇
職
員
の
案
内
で
、
さ
っ
そ

く
阿
蘇
市
の
田
島
重
成
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で
ト

マ
ト
収
穫
体
験
。

　

そ
の
後
、ト
マ
ト
選
果
場
を
見
学
、昼
食
は
、

Ｊ
Ａ
女
性
部
が
作
っ
た
高
菜
ご
は
ん
や
ト
マ

ト
料
理
で
、
阿
蘇
の
味
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
小
国
町
の
小
田
清
さ
ん
の

ジ
ャ
ー
ジ
牛
の
牧
場
を
見
学
し
、
餌
や
り
等

を
体
験
。
最
後
に
バ
タ
ー
作
り
に
も
挑
戦
し

ま
し
た
。
ま
た
、
帰
り
の
バ
ス
で
は
、“
野

菜
ク
イ
ズ
”
を
行
い
ま
し
た
。

おにぎりの試食会で行列をなす来場者

「
２
０
０
８
年
台
湾
美
食
展
」
に
熊
本

美
食
展
」
と
し
て
出
店
、輸
出
促
進
へ

「
あ
ぐ
り
ん
ツ
ア
ー
」
農
業
体
験

“
in
阿
蘇
”
実
施

　

経
済
連
は
、
８
月
23
日
、
熊
本
市
の
下
通

り
ア
ー
ケ
ー
ド
内
と
健
軍
商
店
街
に
お
い

て
、
県
産
畜
産
物
の
消
費
を
呼
び
か
け
る
街

頭
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

飼
料
原
料
価
格
の
高
騰
が
長
期
化
し
、
畜

産
経
営
が
さ
ら
に
厳
し
い
見
通
し
と
な
っ
て

い
る
な
か
、
畜
産
物
価
格
へ
の
理
解
を
す
す

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
継
続
的

に
街
頭
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
県
産
畜

産
物
の
消
費
拡
大
を
目
指
す
こ
と
が
目
的
。

チ
ラ
シ
や
鶏
卵
・
牛
乳
な
ど
を
配
布
し
、
日

本
の
畜
産
物
の
生
産
の
維
持
の
た
め
の
理
解

を
訴
え
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
Ｊ
Ａ
く

ま
も
と
肉
牛
銘
柄
推
進
協
議
会
、
く
ま
も
と

り
ん
ど
う
ポ
ー
ク
銘
柄
推
進
協
議
会
、
総
合

農
協
酪
農
担
当
者
連
絡
協
議
会
、
熊
本
県
養

鶏
協
会
な
ど
の
畜
産
農
家
ら
。「
こ
れ
か
ら

も
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
国
産
を
届
け
た
い
。

消
費
者
の
皆
さ
ん
の
応
援
が
何
よ
り
も
必
要

で
す
。」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

同
連
合
会
で

は
、
今
後
、
畜

産
物
だ
け
に
限

ら
ず
、
他
の
生

産
物
の
消
費
拡

大
へ
の
街
頭
活

動
も
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

県
産
畜
産
物
消
費
拡
大
街
頭
活
動

　

熊
本
県
青

果
物
消
費
拡

大
協
議
会
と

経
済
連
は
、

８
月
４
日
ロ

マ
ネ
ス
ク
リ

ゾ
ー
ト
菊
南

で
、
Ｊ
Ａ
生

産
部
会
女
性

部
と
の
意
見

交
換
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
県
内
９
Ｊ
Ａ
よ
り
女
性
部
代

表
他
お
よ
そ
80
名
の
、
す
い
か
・
メ
ロ
ン
、

イ
チ
ゴ
・
な
す
や
ト
マ
ト
類
な
ど
の
生
産
部

会
が
参
加
。

　

経
済
連
の
上
村
幸
男
会
長
よ
り
、
主
催
者

を
代
表
し
て
「
消
費
宣
伝
活
動
を
販
売
戦
略

の
大
き
な
柱
と
位
置
づ
け
、
県
下
Ｊ
Ａ
、
生

産
部
会
・
女
性
部
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

一
体
と
な
っ
た
取
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。

　

意
見
交
換
で
は
、「
販
売
促
進
を
行
う
Ｊ

Ａ
の
専
門
家
を
作
っ
て
は
ど
う
か
」
や
、「
肥

料
や
燃
料
が
高
騰
し
て
い
る
が
、
経
済
連
と

し
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
」
な
ど
、
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
が
こ
の
よ
う
な
女
性
部
を
集
め

た
会
議
を
開
催
す
る
の
は
、
今
回
が
３
回
目
。

ど
ん
ど
ん
農
業
に
女
性
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
販
売
促
進
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
意

見
交
換
会
を
開
催
す
る
予
定
。

Ｊ
Ａ
生
産
部
会
女
性
部
と
の
意
見

交
換
会

チラシを配布する生産者ら

意見交換会で意見を述べる生産部会女性部
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Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

Ｊ
Ａ
共
済
連

　

今
般
、
Ｊ
Ａ
、
信
連
、
農
林
中
央
金
庫
に

よ
る
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
に
お
い
て
、「
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
食
農
教
育
応
援
事
業
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
に

農
業
に
つ
い
て
の
理
解
を
広
げ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
が
主
体
と

な
り
多
面
的
な
教
育
活
動
の
実
践
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
取
組
み
の
一
つ

と
し
て
、「
農
業
と
食
」「
農
業
と
環
境
」「
農

業
と
経
済
」
等
を
テ
ー
マ
と
す
る
補
助
教
材

を
制
作
し
、
全
国
の
小
学
校
に
贈
呈
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

熊
本
県
で
は
、
県
内
全
小
学
校
5
年
生
と

教
師
分
と
し
て
、
約
２
０
、０
０
０
セ
ッ
ト
、

冊
数
で
約
６
０
、０
０
０
冊
を
用
意
し
、
最

寄
り
の
Ｊ
Ａ
よ
り
市
町
村
教
育
委
員
会
へ
説

明
の
後
、
各
小
学
校
に
寄
贈
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
先
駆
け
て
、
8
月
18
日
（
月
）
に

熊
本
県
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
教
材
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
に
お
い
て
、

本
事
業
の
主
旨
の
説
明
、
熊
本
県
内
に
お
け

る
教
材
の
活
用
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
が
、
こ
の
教
材
に
よ
る
学
習
を

通
じ
て
、
農
業
生
産
や
農
産
物
流
通
の
現
状
、

食
品
の
価
格
形
成
の
仕
組
み
、
農
山
村
や
里

山
が
果
た
す
環
境
保
全
機
能
な
ど
、
農
業
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
よ
り
県
内
小
学
校
へ

食
農
教
育
本
贈
呈

　

Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
加
入
者
へ
の
「
ひ
と
・

い
え
・
く
る
ま
」
の
保
障
に
よ
る
安
心
の
提

供
と
あ
わ
せ
、
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
火

災
や
自
然
災
害
に
よ
り
住
宅
が
居
住
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
「
仮
設
住
宅
」

を
８
ヶ
月
間
無
料
で
貸
し
出
し
、
被
災
者
家

族
の
当
面
の
住
ま
い
と
暮
ら
し
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

住
宅
の
タ
イ
プ
は
、
４
坪
、
６
坪
、
８
坪

の
３
つ
。
キ
ッ
チ
ン
、
ト
イ
レ
、
お
風
呂
な

ど
生
活
に
必
要
な
も
の
は
あ
ら
か
じ
め
備

わ
っ
て
い
る
の
で
安
心
で
す
。
Ｊ
Ａ
の
長
期

共
済
等
に
ご
契
約
の
皆
さ
ま
な
ら
ど
な
た
で

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。（
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
に
限
り
ま
す
）
詳
し
く
は
、
Ｊ

Ａ
窓
口
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
◆
ご
利
用
で
き
る
方
◆

　

Ｊ
Ａ
共
済
の
生
命
総
合
共
済
、
建
物
更
生

共
済
、
火
災
共
済
の
い
ず
れ
か
に
ご
契
約
の

方
で
、
ご
契
約
者
の
方
が
所
有
し
自
己
の
居

住
の
用
に
供
し
て
い
る
住
宅
が
、
火
災
等
ま

た
は
自
然
災
害
に
よ
り
居
住
で
き
な
く
な
っ

た
方
。

～
も
し
も
の
と
き
、
８
ヶ
月
間
無
料
で
使
え
る
～

Ｊ
Ａ
共
済
の
仮
設
住
宅

山本教育長（右から 2 番目）、阿南教育次長（一番右）
とＪＡ関係者

食農教育本 3 冊セット
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●　

中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
一
株
の
球
根
か
ら
日
本

各
地
に
広
ま
っ
た
と
言
う
。
こ
の
生
命
力
の
強

さ
を
見
習
い
た
い
も
の
で
す
。

九
月
に
咲
く
花
【
彼
岸
花
】

　

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
名
は
、
お
彼
岸
の
頃
、
開
花

す
る
こ
と
か
ら
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

真
っ
赤
に
燃
え
上
が
る
よ
う
な
赤
い
花
が
一

斉
に
咲
き
、
ま
た
、
一
斉
に
枯
れ
て
し
ま
う
「
は

か
な
さ
」
も
あ
り
神
秘
的
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

韓
国
で
は
、
秋
に
、
真
っ
赤
な
花
を
咲
か
せ
、

冬
に
は
細
長
い
葉
だ
け
が
茂
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
花
は
葉
を
想
い
、
葉
は
花
を
想
う
と
言
わ

れ
「
サ
ン
チ
ョ
（
相
思
花
）
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

 (

花
こ
と
ば)　

想
う
は
あ
な
た
一
人

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
／
多
年
草
／
中
国

●　

盟
友
の
皆
様
の
ご
意
見
や　

周
辺
地
域
の
話

題
、
写
真
等
、
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08481050148

詳しくはお近くの JA（農協）へお問い合わせください。

頑
張
っ
て
ね
、
走
り
も
、
勉
強
も

Ｊ
Ａ
の
定
期
積
金
で

　
　
　
　
教
育
資
金
づ
く
り
。

JAバンク JA熊本中央会

Ｊ Ａ の 定 期 積 金
毎月ムリなく、コツコツと。目標額を決める、掛け金を決める、

期間を決めるなどお好みの方法が選べます。

「よい食プロジェクト」を展開します。
　JA グループでは、生活者の食料についての不安や不信の高まりによる、安全・
安心な国産農畜産物や日本農業への関心が従来にもまして高まってきている状
況をふまえ、「みんなのよい食プロジェクト」を始動させました。
　このプロジェクトは、これからの日本人にとって「よい食」とは何かを、日
本の農家と JA グループ、そして消費者のみなさんが一緒になって考え、行動
していく運動です。
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